
１１月合同委員会 議事録 

日 時：平成１９年１１月２８日(水)午後７時より 

場 所：銀座「東京都中小企業会館８階会議室」 

議 長：木村副会長    

参加者：大瀧、木村（日）、岩窪、小林、多田、戸島、 

都築、清弘、小松、加藤（健）、山辺、安藤 

 

木村副会長が開会を宣し、大瀧会長挨拶の後、木村副会長が議長となり協議に入った。 

 

（議案の協議内容） 

 

１．運営委員会 

○野口健講習会の件 

感想  

・講師の講演内容は非常に良かった。参加者の受けも良かった。 

・缶バッジは好評だった。 

反省点 

・時間が短かった。 

・人数の確保を図るためには金曜日に実施したほうが良いのでは。 

・収支に赤字を出さないためには参加費アップの検討も必要  

・親子参加の場合、指定席化したらどうか。  

○ホームパーティの件 

 ・参加申込人数の確認を行った後、担当者より当日の内容説明がなされた。 

 

２．総務委員会 

○新年会の件 

    ・当日の役割分担を行った。 

 ・当日の企画として盲導犬による歩行実演を行うことが提案された。実施が可能で
あるか会場及び協会に確認を行う。（後日連絡し、会場及び協会は了承済） 

・アイメイトのチャリティは従来の形式で実施。景品代を捻出できるかどうか収支
状況を確認する。 

 

３．広報委員会 

  ・事務局は理事会・委員会のＦＡＸによる出欠回答状況を青中サイトイベント申込
表にアップする。又、開催案内も同様にアップする。 

  ・現在アップされている講習会や会合の個人レポートをオフィシャルなレポートと
してニュースページ掲載して良いか疑問。新しいページを作成することを検討す
る。 

 

４．その他の報告及び確認事項 

   ・関東ブロック東京大会の方向性について継続的に審議する。 

      ・全国講習会山口大会、千葉県青中大会の参加者より出席報告がなされた。 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１．運営委員会 

   通常総会・講演会・懇親会の運営 

○通常総会 

 ・総会参加人数が少ない。各役員を通じて所属青年部への働きかけが必要。 

 ・司会等、運営上は問題なかった。 

○講演会 

 ・講師は歯に衣着せぬ話し方で、我々参加者に厳しい面もあったが、現実的な内
容で参考になった。 

 ・中小企業者と同じ目線に立った内容で、普通ありがちな、「上からもの申す」式
の講義ではないのが新鮮だった。 

 ・懇親会中も講師と歓談する機会を持てよかった。 

○懇親会  

 ・会場が予想より狭かった。しかしながら逆に会員間の距離が近く、交流がより
深まった。アトラクションもやりやすかった。 

 ・会場にひな壇がなかった。アトラクションの打合せ中に気が付き、事なきを得
たが、事前の確認に不備があった。 

 ・部外者の参加は考慮すべき。 

 ・アトラクションは担当者が奮闘した結果、非常に評判が良かった。 

・二次会会場への誘導についても確認しておく必要がある。 

○その他 

 ・非会員の参加者に対して今後協議会への加入勧奨を継続的に行う必要がある。 

 

２．運営委員会 

○ホームパーティの企画 

 ・６月２０日時点での申込人数は９人。早急に参加者を確定する必要がある。出
席委員にも各青年部の参加予定人数をこの委員会で提示してほしい。 

紙器  ４人、つくし会  １人、書店  ３人、ネームプレート  １人、        
サインフォーラム ２人、東資協 １人   

 定員オーバーの場合、追加席を購入する必要があるが直前ではチケットをとれな
い可能性がある。 

○講習会の企画 

 ・検討の結果、１１月の講習会は下記のとおり決定。 

  開催日 １１月１日 

  場 所 中小企業振興公社秋葉原会議室 



  講 師 野口 健（登山家） 

  テーマ 環境問題 

 

  ○国内研修会の企画 

研修先候補地 

・沖縄 ・山口 

次回委員会までに内容を検討し候補地を決定。 

 

 ３．広報委員会 

  ○委員メンバーで会合を持ち、Webサイトへの投稿の仕方等を研修し、ニュース・
ブログ等を掲載していく予定。また、委員メンバーが各組合青年部のイベントに
取材訪問することも検討中。 

４．その他 

○6/8～9全青中通常総会について、大瀧会長が説明した。 

○関東ブロック総会について吉田副会長が説明。 

 

   次回委員会を 12月 19日(水)、東京都中小企業会館にて 19:00より開催することを
確認して散会した。 


